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日立オートモティブシステムズ株式会社 

日立ビークルエナジー株式会社 

 

日立ビークルエナジーの設計・研究開発部門を 

日立オートモティブシステムズに移管統合 

～両社のシナジーを最大化し、電動パワートレイン事業を強化・拡大～ 

 

 

日立オートモティブシステムズ株式会社(取締役会長兼 CEO:大沼 邦彦/以下、日立オートモティ

ブシステムズ)と日立ビークルエナジー株式会社(取締役社長:勝田 善春/以下、日立ビークルエナ

ジー)は、電動パワートレイン事業の拡大･成長と事業体制の最適化を目的として、2014年 4月 1日

付で、日立ビークルエナジーの設計・研究開発部門を、日立オートモティブシステムズに移管統合

することとしました。日立ビークルエナジーは、リチウムイオン電池の製造会社として、生産技術力、

品質力などのモノづくり力をさらに強化していきます。 

 

1. 目的 

今後、世界的な環境規制のさらなる強化や、サステナブルな社会の実現に向けた自動車技術の

潮流を背景に、再生・持続可能かつクリーンなエネルギーの活用として、ハイブリッド車をはじめとす

る電動車両も広く普及していくものと予想されています。電動車両の普及拡大には、エンジン車以

上の性能実現に向けた革新的な技術開発が求められており、これを実現するためには、電動車両

において性能向上の鍵となるリチウムイオン電池の性能向上（短時間充電、航続距離、高容量）と同

時に、モーター、インバーターなどを合わせた電動パワートレインシステムとしての最適化が不可欠

となっています。 

 

電動パワートレインシステムの開発・設計におけるシナジー最大化をねらった移管統合により、バ

ッテリー性能を向上させる技術開発力の強化と同時に、日立ビークルエナジーのバッテリー制御技

術と日立オートモティブシステムズが推進する電動車両システムの制御技術を融合し、より最適なソ

リューション提案を拡充します。 

具体的には、日立オートモティブシステムズの電子・制御・ソフト技術を、バッテリー管理システム

開発にも活用し、バッテリー制御を高度化するとともに、次世代バッテリーの開発スピード・効率と性

能・品質の向上を図ります。さらに、リチウムイオン電池に加えて、日立オートモティブシステムズが

保有する電動車両向け基幹部品のモーター、インバーターのほか、様々な電子制御システム製品

を機能的かつ効率的に統合制御し、顧客にとって最適な「組み合わせ提案」を強力に推進していき

ます。 
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2. 移管対象部門の範囲 

ハイブリッド電気自動車および電気自動車用などのリチウムイオン電池事業に関する設計・研究

開発部門 

 

3. 日程 

2014年 4月 1日 ：  統合期日（予定） 

 

4. 当事会社の概要 

  承継会社 移管会社 

(1) 名 称 日立オートモティブシステムズ株式会社 日立ビークルエナジー株式会社 

(2) 所 在 地 東京都千代田区大手町二丁目 2番 1号 茨城県ひたちなか市稲田 1410番地 

(3) 代表者の役職 ･ 氏 名 取締役会長兼 CEO 大沼 邦彦 取締役社長 勝田 善春 

(4) 事 業 内 容 

自動車部分品および輸送用並びに産業

用機械器具･システムの開発、製造、販

売およびサービス 

ハイブリッド電気自動車などのリチウムイ

オン電池のマーケティングおよび開発・

製造 

(5) 資 本 金 150億円 75億円 

(6) 設 立 年 月 日 2009年 7月 1日 2004年 7月 1日 

(7) 大株主および持株比率 日立製作所 100% 日立製作所 100% 

 

 

 

以上 
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